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箆 麻 粕 の 利 用 に 關 す る 研 究

(第一報)箆麻粕より作れる′アミノ酸醤油の品

質に及ぼす各層處理の効果に就て

農産製造學研究室　淸水純夫・戸田伊佐夫

Studies on the Utilization of Caster-bean-cake 

【I】 Effects of various treatmets on the qualities of "Amino acid Shoyu"

Produced from Caster-bean-cake

Sumio SHIMIZU and Isao TODA

克郎の栽培は最近下火になってゐるけれど､もその

油は波底剤として優秀亭あるぼか わでな く,警栗田

として或はポマー ド等の香粧品原料として放 くンヾか

らざる用途を有 してある｡黙 しなか ら大豆粕その他

の和賀と異わ箆温和は有毒成分を含有するために飼

料として用ふることが不可能である｡従来の分析に

よると研究者によって多少の相違かあるが,箆端粕

の凪乾物中の窒票含量は大路 5-6%に相当し窒素

成分怯抄 くないぼか Dでなく他の成分も一列を撃げ

れぼ ~′(1) 第一表甲如 くで,燐酸加里ともに大 豆 に

-切放してゐるか ら有拭質肥料に屠する転めて良好な

質 - 表 風 乾 ものである｡

窒素成分か ･

ら粗蛋白を

求めると平

均 35%内

外である｡

浩洲の大豆を失って国内に蛋白資源の乏 しい今E=こ

於ては年産1.60Chri(12)と稲せられる箆蟻粒の蜜 白

質 も亦有効な利用法か痛感されるo開拓軍や室地等

に於て比較的琴増容易な作物であるか ら粕の新しい

利用法か開かれれば農業経営の面か らみても有利な,I

作物とな号であらうc ∫

箆廉粕を蛋白資源として利用する方法としては,

蟹殻分解による･アミノ酸醤油の製造と,岡里な処理I
による飼料化にあると考 えられるO然しこの場合に

は有毒成分の除去●されるとと及び臭味異臭を有しな

いことの二僅件か解決されねばならない｡

蕗瀞の中に-箆のアルi',ロイドである Ricinine

か有在することは1'864年 Tuso｡氏の発見した明

であるるかこのものの拝蓬はその後 AIaqucnlleの

r-
研究及びSp三ith(tn･)tb見事な合成に依っ てH7-mcthyI

-3cyau0-i-Tnetho又y-2-pyridon 【Ⅰ】であることが盲窓

OCI王3 足された｡.然しこのものの毒性はあ

l ま咽 く旦 く郎 帽 子の中毒の本態

/ヽ-ch:-はもう一つ批 触 する有畜蛋白質十 二 .I .~も･-,--･･一二‥∴二.I;.
_.＼ノ-0 IRibinであるとされてゐる｡Ricl･nN

は水溶性蛋白 Albllmi工le に星する

LCtI3 (4)と云はれるもその構造の詳細は不

【Ⅰ】 明である｡Ricinは革に100oCに加

熱しただけでも無毒となると云はれるか ら通常のア

ミノ酸製造法に於ては完全に分解されてゐるものと

考へられる. Ricinilleの方は酸分解に3:わN-nlC-

thyl-γ-転etboxy-a-pyridone【Ⅱ】と炭酸ガス及びア′'

ンモニJヤとだることが報告されてゐるけれども(4)長

-時間の加熱により 【Ⅰ】は更に分裂するかどうかは

確定してをらすそのものの毒性も知 られてゐない ｡ .

OCI73 最近この間題に関して東大の陰山

/～ 氏等は白鼠による詳細な動物実験を J

I:, ■:-_二言 ∴ =-+･二 二∴

守 ＼ ,tを立証されたO(.-,)即ち碑 こ依る
LCI壬3 と//馬と人体とがRicinに対 して感

【Ⅱ】 受性が等しく人体重平均50kgとす

ればその経口的致死量は5gであっ

て之IL3:ヒマ粕;330g糾 日義する｡郵 貯 粕六 '酸

､醤油は我国に於げろ-人-日の藩政使用量にては重

く無害たるのみな らずたとへ何等かの事由Jによりそ

の10倍乃至数10位を簡取するもRicill及び Ricinine

に起因する有害作用はたま ものと結論されたO(6)

以上によってヒマ粕のアミノ酸液整準に於ける有

毒成分の問題は解決さ正たのであるが実際之を食用
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JL
とし或は食料とする場合には香気や味の問題を検討

しな くてはな らないC筆者等は各種の処理法が風味

に及ぼす影響を知るべ く二三の実験を試みたO

【Ⅰ】 実 験 試 料

本実験に使用 した't:マ粕は 昭和 23年長野農事中

の原農場塵のものを伊部町搾油工場にて委託L:通例

の方法によか搾赦した粕であろO之を粉砕 して風乾

L乳鉢で成るべ く包一に磨砕 した もので泰折の結果

第 二 表 【Ⅰ】 酸分解の処理探件

に裁て ＼

(a)分解時間の影響

蓮井氏 (6)_が野方納 豆に

つき分解を行った結果では可溶態窒素の量は分解時
･■

間 4時間に して最高′に達 してゐるがア ミノ態窒素の

量は時間とともに除々に増加 しその最大に達するの

は12時間後である｡ ヒマの場合分解が大豆より容J i

易であるかどうかを知るべ く,試料10gに HCl

(18%)30ccを加入で各時間別に加熱分解 しその

分解液を定容としその一部につき仝窒素はKjeldahl

法によかアミノ態窒素を S6rensetlの Form'ol法に

ょD定量 して得た結果は第三表第一囲め通 Dであつ

子こ｡

第 三 表

度の flClを30cc加へ2時間分解 を行った結果で

ある〇 一

第 四 表

試料100g試料100gあ

蒜基芸量音農芸芸量
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第四革 ま2時間分解の比校であるけれども吏酸濃i
度が14=%以下になれば可溶愚ア ミ}詞窒素とも急

′没に分解率が減少することを示してゐる｡

(C)崖酸液量の影響

試料10gに対 し吏較30ccの割合で加熱すると相

､ 当量のフミン他が見 られるので液量の変化が と々蛋

白の分解にどの琵な影響を及ぼすかを知るため試料

10gにつき盟設濃度を18%と14% と挙用い液量

を30cc,50cc,100ccと三区に分けて2時間分I

解を行った結果は第五表の通DであるC第五表

この結果によれば可溶憩窒素となる時間は 大豆に

此て早いのであるがア ミノ酸にまで分解する時間は

大豆同様に8時間以上の長時間を要するO且叉ヒて

の金宝表中に於けるア ミノ酸の割合は大豆の場合よ

i)小さくこの結果はヒマ中に非ア ミ/憲窒素の比較

的に多 く存在するrためと考へ られる｡

㌔(1')竪疲濃度の影響

大豆の場合では盟酸濃度が高V,程アミ}態窒素の

得量が良好である七 とは従乗の諸家の多 くの研究の

一 致した結果であるが,ヒマに裁て我々が行った結

一兵は第四表の通 DであるC･但 し試料 10gに対 し各濃

第五表の結果によれば液量の増加は遵改濃度が低

い堤合には可溶態窒素は増加するけれども盛設濃度

程には影響 力を有 しない.此の点は既に大豆に於て

明らかに.Sれてゐる事実とも相違 しなVIo次に上述

の様な各種の佳件のもとに製造 したア ミノ酸液の香

姥 を見るに,大豆ア ミノ酸とは異るヒマ特有の異臭

異味を感ずるQ就中味は最初悪 くない狩れ ども後に

くどく覆る感じがや 強ゝV?｡之等の点を改良すlるた

め第 【Ⅲ】項の実験に示す様な 各種の処理法を試み

たO然 しなが ら本項の笑教によZ)明 らかの枝にヒマ

は容易に可溶態窒素になすことが出乗るか ら飼料と

-して利用することが出怒る｡即ち粗飼料llC混じてそ

の蛋白贋を高めることが考へ られるがこの袋合には.
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本項の実窃結果か ら明らかの凱こ･1890'盤酸を3倍

量加へて2痘問分解するとき可洛態窒素は最大とな

る｡

【EE】異味異臭物の除去削軌こ対する各種処理法

'の効果 I
ヒマ和を何ら前処理することな く塩酸分解に附 し

て得 られるアミノ酸液は租異姥異臭を感するので前

処理法として試料の水浸出,.一各瞳濃度の吏酸浸出及

びソーダ浸出処理を行つだ後ア享ノ酸液となした製

†蓬 につきそゐ効果並びに比等前処理法に於ける扱失

窒素の歩止Dを測定 し挺.亦後処理法としては酸分

解液の活性茨処理及び水蒸気吹込み処理 を行ったの

-で以下項目別にその効果を記述する｡

(a)濃度を異にした盛酸浸出処理の効果 ､

Ricinincそのものは強烈な苦味を有するとされ

てゐるけれどもその酸分解物が異味異臭の原因であ

:るとは梅足されてゐない｡我々が水及び 0.5,1.0,

1 軍.0,4.0の各濃度を有する盤酸200ccを用いて室

温にて試料 50gを:1時間浸出した其の後 hTutzcで
淀過し180ccを:用示て洗濯した後免せて500ccに

足容としこの50ccにつき lIjeldahl没にて浸出窒

一素 を定量LブTz:結果は第六麦の通 りである｡

第 六 表 右表か ら明らかの

･二 一三 二 j I二王

1

1

如 く浸出に依る窒

素の蝦犬は堅酸1

%までは原成分の

1割位であるが'2

%以上では急激に

増加する｡墜酸処

理後のものを18%

HC13倍畳を加へ

て分解 し得 られるアミノ酸液の皇味を比駁 してみた

尻著 しい効果は感ぜられないが栗処理のものよb処

理のも? 方ゝがや 香ゝ気が改良される程度であるO

試料の泳浸及び堅酸浸出液の浸出時間20分 に就

きAllくLlloidRIcillirleを定性すべ く昇天反腔を試み

るといずれの場合 も類著に自沈を生するO従って水

淫によ.る一軒の損失窒素中には非アミ)態窒素が含

ま'kLる,鼓にそれだ打蛋白質が桔果されたことにな
I

りアミノ酸としては窒素の損失は一割よDはるかに

'3,量eTJ筈である｡脱脂大豆t与就き苦@氏の行った冥

駿では抽乱点には変化はたいが空酸濃度が高い程抽

出薫が少 くなってゐる.この点ヒ.マの坂合と逆であ

るカ盲浸班時間が 24時間 の馬の相違と考へ られる｡
/

/

(b)7ルカ 1)浸拭処理の効果

水浸及び塩酸浸出処理では充釧 こ香味が改良され

るに至らないのでアルカy処理 として0.2%及び1

%の苛性ソーダ液で窒温にて試料を浸出してみたC

脱脂大豆に関するアルカ1)抽出には多くの研究があ

る｡声山氏は0･1-hTaOI壬100030分で抽出蛋白3O

,% 沈液蛋白62% と報告 L元 ゐるOアルカ.)処理1一

物の塩合は淀過は拐取であるのセ遠心分散を行ひ,

先づ浸出液について Ejeldahl法で窒素を定量 して

浸出歩合を算出してみるべ く試料5gを次の濃度の

苛性ソーダ100ccにて12時間浸出した結果を示す

と第七麦の通 f)であるC

･一 第 七 表 之によると0.2

%HTaOIi抽出に

よって実に9割近_

い窒素が浸出され

ることを示 してゐ

る｡従って7ルカ

y法は前処理法としては水浸盤酸浸の場合と逆に浸~

出液中に殆んど大部分の蛋白が洛解 してゐるか ら此

れ をそのま 過ゝ剰の塩酸を加へて分解する堤合と,

一旦中和蕊まで塩酸を加へて蛋白を況澱せしめて静

製された蛋白を窄めて塩酸で分解する場合の二つが

考へられる｡両者の方捗で得 られるアミノ酸液は無

処理のものに比して呈味は相当に改良されてゐるけ

れども偽兵臭を感する｡･然 しなが らこのものに更に

過熱水蒸気を通すると異臭は殆んど除去され相当品

質優良のものが待 らFt,る占勿論アルカリ浸出液を塩.◆ I
酸で沈澱させた,即ち)蛋白を精製 した ものの方がそ

のま 塩ゝ酸各解 した ものよD香味とも梢琵れてゐる

けれども窒素成分の扱矢を遥引チ薙小紋点がある｡

(C)汚性茨及び遥勲水蒸気の効果

.酸処理 もアルカ1)処理も操作が実際には接粍とな.

るので熱処理のま 塩ゝ酸分節 して得られるア ミノ酸

液を活性茨で処理 して異味異臭の吸着 を試みたけれ

ども教具は認められ誓,色素o)み相当脱色されるこ

とを知ったO

攻に過熱水蒸気を吹込んでみたところ100cc位

のものでは15分 位の処理で,味 も香気も相当に改

良されることも知った.畢なる水浸或は較アルカl)

処理よ-Dも過封水茶葉吹込畠の方が優秀である｡悶

着を併用すれば製品は更に良好となるo実用的には

退熱水蒸菊処理後のものを大豆7ミノ酸叉は醍追啓

油の増量剤として混合するカ汝が考へられるo
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【摘 要 】

(I) ヒマ､潮 に3倍畳の18%塩酸 を加へて8時間

分解す ると,試料中の82.7男箔ミ可溶態窒素,
1.

分解液仝窒素の65.1%がアミノ態窒素であっ

･たTo

(君)､塩酸謹度を減少すると分解率は著 しく低下す

るが液量 を増加 して も著 しい効果は認め莫箆い｡

(牙) 塩酸浸出は惑酸濃喪が高まるにつれて浸出窒

素量は増加する｡1%までの堕酸では浸拭液量

-が試料 の4倍畳で窒泣1時間の琴含浸由笠素量

は試料成分の1割に近かったO･ 鞍 /

水浸塩酸浸出処理のみでは香味は大 して改善 さ

Il

i 参 考

1, 三三 須 ;肥料学 p.563 (昭17)
T
2,
3,
4I
5,
6I
7.
8.
91
0ーュ

れない｡

(a) C'･2%苛性 ソーダ液浸出を宝塩にて 12時間 ＼

行ふと試料窒素成分の9割近 くまでが抽乱され/

･･る｡比のものを惑酸で申和 して蛋白だ沈殿 させ

れば里穂は各種処理の中で最 も良好てあるが,

香気をよくするには退熱水蒸束吹込処理による

と好結果 を得ろ｡

(V) 香味の改善にl:ri過熱水蒸気吹込によや処劉 ミ

長 も良好であって,前記浸出処理 と併用てれぼ

東に良い｡活性茨処理措効芦が認められなかづ
･たO (昭和23年12月) i

.＼

文 -- 駅

野 .ロ ー;アミノ酸及びグルタミン髭製造工業 p.2B (19iS)

SFath ;Bell.:568802454 (1923) 582124 (192･3)＼

Karrer ;OrganicChenlistrJ P.279 (1938) ､

蛤 山,丸軌 柘場 ､;農化 24862 (1948)

探井,岩崎 ;化学醤油製造法 1).80 (昭23)

1{arl･er ;OrganicChemistry.p.781 (1938)

喜 多 ;醍学 14番 2洗 (昭11)

佐 藤 ;エ此 28巻 1.109,219.′321,425,527,811,9013, (大正L))

高ノ山 ;エ′化 30巻 791, (大正9)
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